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「
復
興
・
創
生
期
間
」
最

終
年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
書
面
審
議
の
形
を

採
っ
た
。
20
年
度
は
引
き
続

き
復
興
・
創
生
に
向
け
て
そ

の
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
運
営
方
針
の
柱
と
し
て

「
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め

の
省
エ
ネ
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
推
進
」「
担
い
手
の
確
保

と
魅
力
あ
る
建
設
産
業
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
」「
適

正
価
格
で
の
受
注
、
発
注
の

平
準
化
、
公
共
事
業
予
算
の

継
続
的
確
保
等
の
意
見
、
要

望
」
を
掲
げ
た
。

　

重
点
目
標
事
業
に
掲
げ
た

①
会
員
の
収
益
性
向
上
に
よ

る
経
営
安
定
②
空
調
衛
生
等

設
備
工
事
の
技
術
力
向
上
③

地
元
事
業
者
活
用
と
分
離
発

注
の
要
望
④
Ｉ
Ｔ
化
社
会
へ

の
対
応
⑤
社
会
貢
献
―

な
ど

13
項
目
に
基
づ
く
事
業
計
画

を
決
め
た
。
実
施
事
業
は
発

注
機
関
と
の
懇
談
会
、
行
政

機
関
へ
の
要
望
活
動
、
経
営

改
善
研
修
会
、
設
備
技
術
の

高
度
化
に
対
応
す
る
た
め
の

技
術
講
習
会
な
ど
。

　

実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
①
空
調

衛
生
設
備
工
事
業
の
重
要
性

と
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

②
適
正
な
価
格
で
の
受
注
と

直
接
発
注
（
分
離
発
注
）
運

動
を
推
進
し
よ
う
③
地
球
環

境
保
全
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
積
極
的
に

取
り
組
も
う
④
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、
福
島

県
の
復
興
・
創
生
に
会
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
も
う
―

を
決
議
し
た
。

　

書
面
表
決
に
よ
る
今
総
会

と
臨
時
総
会
で
第
20
期
役
員

を
次
の
通
り
選
任
し
た
（
新

任
は
ゴ
シ
ッ
ク
表
記
）。
任

期
２
年
。

▽
顧
問
＝
千
葉
隆
（
倉
島
設

備
）

▽
常
任
相
談
役
＝
松
原
兼
一

（
三
共
設
備
）

▽
会
長
＝
大
内
弘
之
（
第
一

温
調
工
業
、
県
北
支
部
長
）

▽
副
会
長
＝
有
賀
行
秀
（
北

関
東
空
調
工
業
、
い
わ
き
支

部
長
）‌

先
崎
良
博�​

（
文
化
設

備
工
業
）

▽
専
務
理
事
＝
海
川
正
美

（
員
外
）

▽
会
計
理
事
＝

橋
良
行

（
高
橋
設
備
工
業
所
）

▽
理
事
＝
古
川
敏
博
（
光
和

設
備
工
業
所
）‌倉
島
央
樹�​（
倉

島
設
備
）
根
本
剛
（
エ
ヌ
エ

ス
工
業
、
県
中
・
県
南
支
部

長
）
大
越
健
一
（
大
越
工
業

所
）
小
板
橋
直
史
（
小
板
橋

工
業
所
）
坂
本
憲
弘
（
大
倉

工
業
所
）‌

遠
藤
真
隆�​

（
い
わ

き
エ
ア
コ
ン
）
安
部
井
省
治

（
八
ッ
橋
設
備
、
会
津
支
部

長
）
柾
屋
和
久
（
ア
ク
ー
ズ

会
津
）
糸
井
和
幸
（
糸
井
熱

機
、
相
双
支
部
長
）
木
幡
安

（
コ
ハ
タ
）

▽
監
事
＝‌

野
地
幸
司�​

（
野
地

工
業
所
）
深
井
信
彦
（
太
三

機
工
福
島
営
業
所
・
員
外
）
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新体制始動新体制始動
　

こ
の
度
、
第
37
回
通
常
総

会
に
お
い
て
、
松
原
会
長
の

後
任
と
し
て
会
長
に
選
任
さ

れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
微

力
で
す
が
協
会
発
展
の
た
め

全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一

層
の
ご
鞭
撻
と
お
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
松
原
前
会
長
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
26
年

５
月
よ
り
６
年
に
亘
り
会
員

の
和
を
重
ん
じ
、
友
好
・
親

睦
を
深
め
、
そ
し
て
業
界
の

地
位
向
上
、
社
会
貢
献
を
目

指
し
て
協
会
を
牽
引
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
国

組
織
団
体
の
役
員
も
歴
任
さ

れ
数
多
く
の
表
彰
を
受
賞
さ

れ
て
、
私
共
に
も
こ
の
上
な

い
誇
り
で
あ
り
、
深
く
感
謝

と
敬
意
を
表
す
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
経
済
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
急
速
に
悪

化
し
て
お
り
、
県
内
に
お
い

て
も
、
景
気
は
足
踏
み
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設

需
要
は
高
水
準
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
後
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
に
注
視
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
昨
年
の

東
日
本
台
風
時
に
お
い
て
、

会
員
会
社
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
な
ど
県
民
生
活
の

維
持
に
奔
走
し
ま
し
た
。

我
々
は
地
域
に
根
差
し
た
企

業
と
し
て
、
安
全
衛
生
意
識

の
高
揚
と
地
域
防
災
活
動
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、
災
害

時
の
速
や
か
な
イ
ン
フ
ラ
等

の
復
旧
に
備
え
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
、
復
興
・
創
生

期
間
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
を

切
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も

国
に
よ
る
復
興
施
策
が
進
め

ら
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
、
拠

点
施
設
・
復
興
公
営
住
宅
等

の
整
備
、
除
染
の
対
応
等
も

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

我
々
協
会
と
し
て
も
、
一
致

団
結
し
て
そ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も

風
力
発
電
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
促
進
等
が
大
き
く
進

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
我
々
協
会
が
大

き
く
関
連
す
る
分
野
で
あ
り

地
球
環
境
保
全
の
一
翼
を
担

う
も
の
と
し
て
、
節
電
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
推
進
、
そ
し
て
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
拡

大
を
継
続
的
に
推
進
し
低
炭

素
社
会
の
実
現
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

震
災
を
経
て
建
設
産
業
に

向
け
ら
れ
る
一
般
の
目
が
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
若

年
労
働
者
力
の
確
保
・
育
成

な
く
し
て
建
設
産
業
の
将
来

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

企
業
が
立
ち
行
く
経
営
の

安
定
と
、
現
場
で
汗
を
か
く

人
が
報
わ
れ
る
賃
金
水
準
の

底
上
げ
が
根
本
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
協
会
が
組
織

の
力
を
発
揮
し
て
、
引
き
続

き
適
正
な
利
益
が
出
せ
る
入

札
制
度
構
築
を
、
地
道
に
訴

え
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

発
注
者
の
要
請
に
応
え
る

技
術
力
・
技
能
力
向
上
の
理

念
は
今
な
お
不
変
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
施
工
の
責
任
、

品
質
の
保
証
な
ど
、
顧
客
に

良
質
な
も
の
を
提
供
す
る
こ

と
で
経
営
体
質
の
強
化
を
図

り
、
足
腰
の
強
い
業
界
と
し

て
の
更
な
る
発
展
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
年
に
わ
た
る
活
動
の
成

果
を
踏
ま
え
、
な
お
一
層
会

員
一
同
が
叡
智
を
出
し
て
業

界
の
地
位
向
上
を
図
り
社
会

貢
献
に
資
す
る
た
め
に
、
専

門
業
界
と
し
て
の
誇
り
を
も

っ
て
、「
設
備
の
重
要
性
」

や
「
分
離
発
注
」
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
効
果
的
に
進
め

る
た
め
他
の
関
係
団
体
と
も

更
な
る
連
携
・
強
化
を
図
り

協
会
の
進
歩
発
展
を
目
指
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
当
協
会
に
対
す
る
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

第37回通常総会

地
球
環
境
保
全
へ
役
割
果
た
す

　
　

空
調
衛
生
設
備
工
事
を
通
じ
て

　
　

地
域
の
復
興
・
創
生
に
協
力
い
た
し
ま
す
。

会
　
員
　
一
　
同

会長に大内氏選任

先崎副会長 有賀副会長

第第
2020
期
執
行
部
体
制
決
定

期
執
行
部
体
制
決
定

技
術
向
上
の
理
念
不
変

技
術
向
上
の
理
念
不
変

就
任
の
ご
挨
拶

会
長

大
内

弘
之

　

当
協
会
の
第
37
回
通
常
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
書

面
表
決
方
式
と
し
、
２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
な
ど
付
議
議
案
を
議
決
、
承
認
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
新
会
長
に
大
内
弘
之
氏
を
選
出
。
再
任
の
有
賀
行
秀
、

新
任
の
先
崎
良
博
両
副
会
長
以
下
、
新
体
制
の
下
で
協
会
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

組
織
挙
げ
諸
課
題
に
対
応

低
炭
素
社
会
実
現
、担
い
手
確
保
、適
正
価
格
受
注
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 新支部長新支部長　　支部運営の方針

　第37期通常総会

において、支部長

に選任され引き続

き支部長職を務め

ることになりまし

た。本年度も会員

各位の協力のもと事業運営に取り組

んでまいりますので、ご支援ご協力

を賜わりますよう宜しくお願い申し

上げます。

　私共、設備業界は若手人材不足や

労務費・資機材等の高騰により厳し

い経営を強いられております。この

ような状況の中、会員各位の業績向

上に貢献できますよう設備団体等と

連携し、直接・分離発注、並びに地

元業者活用の陳情、県に対する、総

合評価落札方式の導入拡大に向けた

要望活動等に取り組んでまいりま

す。また、経営力の強化、優秀な技

術者・技能者の育成、情報技術関連

の諸整備、環境問題を考慮した自然

にやさしい省エネルギーや新エネル

ギー技術等の対応について、会員相

互の連携を強めて取り組んで参りま

す。

　2年間よろしくお願いいたします。

■県北■　　　　　大内　弘之

　県中・県南支部

長、株式会社エヌ

エス工業の根本剛

です。

　今期で2期目、皆

様のご指導とご協

力をいただきながら、支部長の職を

誠実に果たしていく所存です。よろ

しくお願いいたします。

　福島県の建設工事は、新型コロナ

ウイルスの大きな影響はまだ出てい

ませんが全国的に見ると公共工事の

一部中止や、民間工事の取り止めや

工期の先送りなどがあり、今後福島

県にも影響が出てくると思われま

す。

　働き方も方向を転換していかなけ

れば、今後の時代を生き残れなくな

ります。テレワーク、ワークシェア

リング、週休3日、オンライン会議、

電子契約…この様な状況の中、県中・

県南建設事務所との意見交換会や、

電設業協会や設備設計事務所協会と

の交流会、各支部との懇親会などを

開催し、アンテナを高くして情報の

共有化を図って参りたいと思いま

す。

　会員の皆さまも、本部・支部行事

には積極的に参加していただき、相

互のネットワークをさらに強化し

て、業界、自社の発展のためご協力

をお願い申し上げます。

　厳しい環境になると思われます

が、一致団結で勝ち組となりましょ

う。

■県中・県南■　　根本　　剛

　会津支部は正会

員5社しか登録し

ていない支部です

が、会津支部だけ

に登録している準

会員が6社おりま

す。地区活動はその11社で活動して

おります。活動内容については、

１　会津地区選出の自民党県議会議

員6名との意見交換会の開催

２　3建設事務所（会津若松・喜多方・

南会津）及び会津大学との意見

交換会・勉強会を電設業協会会

津支部と合同で開催

３　会津支部春のコンペ・総会懇親

会及び秋のコンペ及び芋煮会等

の親睦事業の開催

４　各市町村の分離発注依頼

　以上の事を定期的に実施しており

ます。

　また、準会員の増強等も考えてお

り、様々な方面の業者さんに参加し

て貰い、今後の支部活動を活気ある

ものとしていきたいと考えておりま

す。

　会津には無尽というものがあるの

で、その無尽の精神をもって今後支

部活動を行っていきたいと考えてお

ります。

■会津■　　　　安部井　省治

　5月15日に開催

されましたいわき

支部通常総会にて

新たに支部長とし

て選任されまし

た。支部の事業計

画の遂行と活性化に向けて、持てる

力は微力ではございますが、尽力さ

せていただく所存でございますので

何卒よろしくお願いいたします。

　例年は通常総会の終了後に懇親の

席を設けるのが習わしでありました

が、今年は午前中に新型コロナウイ

ルス感染防止の観点から三密を避け

た総会を行い、昼食代わりに折詰を

用意して会員に配り懇親会に替えま

した。

　いわき支部の本年の事業計画のう

ち、「各種災害からの復旧・復興事業

への積極的な参加」と「関係行政機

関並びに友好団体との連携強化に関

する事業」については、特にいわき

支部内では昨年10月には大規模水害

により県営住宅が大きな被害を受け

た経験があり、本年以降も狂暴化が

予想される災害の発生に備え、行政

機関等とは予防も含めてなお一層の

連携強化を図らなければなりませ

ん。これらを重点項目ととらえ新年

度の運営に当たりたいと思いますの

で、ご協力賜りたいと思います。

■いわき■　　　　有賀　行秀

　5月20日、 書 面

表決により、令和

元年事業報告及び

収支決算報告・令

和2年度事業報告

及び収支予算の承

認及び役員改選（再任）を議決しま

した。

　相双地区においては、依然として

復興関連事業における県・市町村等

の発注において現場代理人・監理技

術者及び施工作業員等の確保に各社

とも苦慮しているのが現状です。会

員相互間の協力を密にし、相双地区

の復興・創生および社会貢献のため、

経営改善・人材育成の強化を目標に

支部活動に取り組みます。

　なお、依然コロナウイルスの脅威

に対し、柔軟に対応し当会員からの

クラスター発生防止に努めます。

■相双■　　　　　糸井　和幸

総
務
委
員
会
（
委
員
８
名
）

　令和2年度、3年度の総務委員会の委員長を仰せつ
かりました県北支部の古川敏博です。総務委員会は、
会の運営に関する事項の審議や事業計画、決算見込・
補正予算の審議並びに次年度の予算編成を審議して
おります。また、事業としましては、会員と賛助会
員の親睦を深めるために、平成20年より開催が停止
していた親睦ゴルフコンペを平成30年より再開をい

たしました。県北支部、県中・県南支部の担当を終え、今年はいわき支
部の担当で10月に企画をしております。日頃磨いている技を競い、会
員同士が和気あいあいとプレーをして、一日を楽しく健康に過ごして
頂ければと思います。多くの会員の方々のご参加をお待ちしておりま
す。
　総務委員会は8名ですが、担当副会長、事務局と連携を取りながら、
会長の意向を汲み、会の運営・発展に寄与していきたいと考えておりま
すので、会員の皆様の益々のご支援・ご協力を切にお願いをいたします。
（古川敏博）

　広報委員会の委員長を務めさせていただきます県
中・県南支部所属、山田顕一郎と申します。広報委
員会は県内5つの各支部より1名ずつ計5名の会員で
構成されており、毎年1月と7月にこの「空衛ふくし
ま」を発行することを主業務としています。当協会
会員各社の他、官庁の一部、福島県庁全ての部局、
県内全ての自治体、さらに設計、建築工事、土木工事、

電気工事業の各社、また各種業界団体など約450箇所に配布させていた
だいております。
　年に2回ではありますが、建設業における暖冷房衛生設備工事業の存
在意義から各地での会員企業の活躍まで、当協会唯一の広報媒体とし
てしっかりとＰＲできるよう、広報委員及び事務局の皆様、また毎号
編集のアドバイスをいただいている福島建設工業新聞社様のお力添え

をいただきながら一生懸命努めてまいりたいと思います。（山田顕一

郎）

　私は今年5月より、技術委員としての委嘱を受け、
技術委員会に関わる事となりました。何分、初めて
の事であり、不慣れな事があると思いますが、宜し
くお願い致します。
　さて、当委員会は低炭素社会の実現のために関わ
る、技術・工法、環境や省エネルギーなど、関連業
務も含めた設備技術の高度化に対応するため、年2

回技術講習会を開催し、技術力向上に取り組んでおります。
　技術講習会でのテーマについては、その時々で改訂される法的な指
針・方式、あるいは技術的な新システム、また社会生活で、業界に対応
が求められるような問題も含め取り上げ、会員企業皆様の業務に、生
かせるようなことを今後とも実施してまいりたいと思います。
　最後になりますが、新型コロナウイルス感染状況が未だ予断を許さ
ない状況で今後の事業について流動的な要素も多々ありますが、ご理
解とご協力を宜しくお願い致します。（今野菊男）

　6月4日の第1回経営委員会で委員長に選出されま
した相双支部の小黒です。今年一年よろしくお願い
します。とは言っても、委員会は今回の第1回のみ
で終わり、その席上で複数案が出された研修テーマ
を事務局と打合せをして決めます。開催日は、新型
コロナウイルス対策で会場を広く確保する都合上、
空いている日が11月5日予定となりました。残る委

員長の仕事は、研修会の開催の挨拶のみで全て一発勝負で決まりまし
た。考えてみれば私たちの会社経営も常に一発勝負、タラレバ、後戻
りはありません。それも、東日本大震災と原発事故、台風、豪雨災害
そして今回のコロナとどれも想定外・予測不能なものばかりです。
　当委員会もこれまで様々な研修を通して、企業リスクについての勉
強を続けてまいりました。このことは、研修の内容が直接役立つとい
うよりも常にリスクに対して危機意識を持つということに意義がある
のだと思います。なぜなら、企業リスクには大分類として、自然災害、
法的、製造物責任、金融、環境、労務などさらに細分化するとキリが
ないからです。
　今年の研修も、企業リスク（不確実性における選択の結果としての
損失の可能性）に対して危機意識を啓発できるようなものにできれば
と考えております。（小黒敬三）

経
営
委
員
会
（
委
員
５
名
）

技
術
委
員
会
（
委
員
８
名
）

広
報
委
員
会
（
委
員
５
名
）

▽
担
当
副
会
長
＝
有
賀
行
秀
▽
委
員
長
＝
古
川

敏
博
▽
副
委
員
長
＝
安
部
井
省
治
▽
委
員
＝
古

川
敏
博
（
光
和
設
備
工
業
所
）
倉
島
央
樹
（
倉

島
設
備
）
大
越
健
一
（
大
越
工
業
所
）
小
板
橋

直
史
（
小
板
橋
工
業
所
）
遠
藤
真
隆
（
い
わ
き

エ
ア
コ
ン
）
蛭
田
光
俊
（
山
崎
設
備
）
安
部
井

省
治
（
八
ッ
橋
設
備
）
糸
井
和
幸
（
糸
井
熱
機
）

▽
担
当
副
会
長
＝
先
崎
良
博
▽
委
員
長
＝
小
黒

敬
三
▽
副
委
員
長
＝
坂
本
憲
弘
▽
委
員
＝
野
地

幸
司
（
野
地
工
業
所
）
芳
賀
哲
夫
（
芳
賀
設
備

工
業
）
坂
本
憲
弘
（
大
倉
工
業
所
）
鈴
木
信
司
（
会

津
ガ
ス
）
小
黒
敬
三
（
小
黒
設
備
工
業
）

▽
担
当
副
会
長
＝
先
崎
良
博
▽
委
員
長
＝
今
野
菊

男
▽
副
委
員
長
＝
渡
邊
勝
彦
、
伊
藤
栄
一
▽
委
員

＝
伊
藤
栄
一
（
東
日
本
ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
今

野
菊
男
（
第
一
温
調
工
業
）
渡
邊
勝
彦
（
石
田
工

業
所
）
大
塚
淳
史
（
大
塚
設
備
）
藤
井
政
弘
（
関

彰
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
久
田
貢
（
久
田
設
備
工

業
）
齋
藤
匤
司
（
興
栄
設
備
）
木
幡
安
（
コ
ハ
タ
）

▽
担
当
副
会
長
＝
有
賀
行
秀
▽
委
員
長
＝
山
田

顕
一
郎
▽
委
員
＝
大
浪
喜
宗
（
オ
オ
ナ
ミ
）
山

田
顕
一
郎
（
山
田
設
備
工
業
）
田
口
良
秋
（
ク

レ
ハ
設
備
）
成
瀬
亨
（
東
邦
工
業
）
伊
藤
隆
博
（
伊

藤
冷
機
工
業
）

　

‌【
県
北
】�​

書
面
に
よ
る
第

37
期
通
常
総
会
で
、
建
築
設

備
工
事
の
直
接
発
注
（
分
離

発
注
）
の
陳
情
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
へ
の
積
極
的
な
対
応
、

震
災
復
興
・
創
生
支
援
協
力

な
ど
の
２
０
２
０
年
度
事
業

計
画
を
決
め
た
ほ
か
、
役
員

改
選
で
大
内
弘
之
支
部
長
を

再
選
し
た
。

　

‌【
県
中
・
県
南
】�​

第
37
回

通
常
総
会
議
案
を
書
面
決

議
。
役
員
改
選
で
根
本
剛
支

部
長
を
再
任
し
た
。
20
年
度

事
業
計
画
は
県
中
・
県
南
建

設
事
務
所
と
の
懇
談
会
や
建

築
設
備
関
連
団
体
各
支
部
と

の
交
流
・
意
見
交
換
会
開
催
、

市
町
村
の
分
地
発
注
と
地
元

発
注
の
要
望
、
災
害
復
旧
協

定
に
基
づ
く
支
援
な
ど
。

　

‌【
い
わ
き
】�​

５
月
15
日
、

い
わ
き
市
平
の
い
わ
き
管
工

事
協
同
組
合
で
開
催
。
役
員

改
選
で
新
支
部
長
に
有
賀
行

秀
氏
を
選
ん
だ
。
業
界
の
発

展
と
社
会
的
地
位
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を

確
認
。
事
業
計
画
と
し
て
①

各
種
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
事
業
へ
の
積
極
的
参
加
②

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

強
化
③
行
政
機
関
へ
の
要

望
・
請
願
④
支
部
活
動
活
性

化
事
業
な
ど
を
決
め
た
。

　

‌【
会
津
】�​

５
月
13
日
、
会

津
若
松
市
の
萬
花
楼
で
開

催
。
役
員
改
選
で
安
部
井
省

治
支
部
長
を
再
選
し
た
。
週

休
２
日
制
導
入
や
長
時
間
労

働
の
規
制
な
ど
の
法
改
正
、

女
性
活
躍
や
若
手
育
成
の
環

境
づ
く
り
を
見
据
え
た
事
業

計
画
を
決
め
た
。

　

‌【
相
双
】�​

書
面
表
決
に
よ

る
総
会
で
、
会
員
の
拡
大
や

技
術
者
、
作
業
員
確
保
に
関

す
る
諸
事
業
な
ど
の
今
年
度

事
業
計
画
を
決
め
た
。
役
員

改
選
で
は
糸
井
和
幸
支
部
長

を
再
選
し
た
。

　協会の活動は、会長直轄部門のほか4つの委
員会を置いて、事業を展開している。今回、役

員改選に合わせて委員会の体制も改まった。各
委員会の構成と委員長のコメントは次の通り。

支
部
総
会

支
部
総
会
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今
年
の
４
月
か
ら
福
島

県
喜
多
方
建
設
事
務
所
建

築
住
宅
部
に
赴
任
し
ま
し

た
物
井
大
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
私
は
県
職

員
に
な
り
27
年
経
過
し
ま

し
た
が
、
会
津
地
方
の
勤

務
は
５
回
目
で
通
算
11
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
出
身

は
郡
山
市
で
す
が
、
会
津

の
生
活
が
し
っ
か
り
体
に

馴
染
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
当
事
務
所
に

お
け
る
業
務
運
営
目
標
の

一
つ
に
「
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
ま
ち
（
地
域
）

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
建
築
関

係
で
は
喜
多
方
市
が
従
来

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
歴

史
的
建
築
物
の
保
存
・
活

用
に
つ
い
て
支
援
す
る
こ

と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
喜
多
方
市
が
取

り
組
ん
で
い
る
施
策
の
一

つ
で
あ
る
「
喜
多
方
市
小

田
付
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
に
つ
い
て
御
案

内
し
ま
す
。

　

小
田
付
地
区
は
、
し
ば

し
ば
「
蔵
の
町
喜
多
方
」

と
し
て
テ
レ
ビ
等
で
紹
介

さ
れ
る
地
域
で
す
。
市
内

の
中
心
に
位
置
し
、
南
北

約
９
０
０
㍍
、
東
西
約
５

０
０
㍍
で
市
街
地
を
形
成

す
る
南
北
に
長
い
町
並
み

で
す
。
小
田
付
地
区
は
、

現
在
で
も
近
世
の
地
割
を

残
し
、
通
り
に
は
店
と
し

て
の
外
観
を
も
つ
建
物
が

建
ち
並
び
、
今
で
も
明
治

か
ら
昭
和
時
代
初
期
の
面

影
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

喜
多
方
市
は
昭
和
50
年

に
テ
レ
ビ
で
喜
多
方
の
蔵

が
紹
介
さ
れ
、「
蔵
の
ま

ち
」
と
し
て
全
国
的
に
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
契
機
に
な
り
、
平

成
７
年
に
蔵
主
有
志
に
よ

っ
て
「
蔵
の
会
」
が
結
成

さ
れ
、
蔵
を
中
心
と
し
た

地
域
資
源
の
保
全
活
用
の

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
地
元

の
中
学
生
や
高
校
生
、
大

学
の
研
究
室
等
と
連
携
し

蔵
の
再
生
・
活
用
が
行
わ

れ
、
平
成
24
年
に
は
地
区

住
民
と
喜
多
方
市
に
よ
っ

て
協
議
を
重
ね
「
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
、「
小
田
付
地
区
ま
ち

づ
く
り
整
備
方
針
」
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
に
地
域
住
民

代
表
に
よ
り
市
に
対
し
て

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
を
目
指
し
た
調
査
実
施

要
望
が
出
さ
れ
、
同
年
に

小
田
付
地
区
に
あ
る
各
町

内
会
、
町
衆
会
、
商
工
会

議
所
、
観
光
物
産
協
会
、

建
築
士
会
、
及
び
行
政
機

関
（
県
、
市
）
が
活
動
母

体
と
な
る
「
小
田
付
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
田
付
地
区
の
建
造
物
等

の
基
礎
調
査
等
を
行
い
、

平
成
30
年
８
月
に
国
か
ら

「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
域
」
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
で
は
下
郷

町
の
大
内
宿
、
南
会
津
町

の
前
沢
集
落
に
続
く
３
箇

所
目
の
選
定
と
な
り
ま

す
。

　

小
田
付
地
区
の
道
を
歩

く
と
当
時
の
職
人
の
技
術

の
高
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ

ま
す
、
同
時
に
こ
の
技
術

を
未
来
に
伝
承
し
な
け
れ

ば
と
の
使
命
感
も
湧
き
上

が
っ
て
き
ま
す
。
街
づ
く

り
は
人
づ
く
り
と
言
わ
れ

ま
す
が
そ
の
言
葉
を
こ
こ

に
来
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

現
在
、喜
多
方
市
で
は
、

小
田
付
地
区
の
建
物
の
改

修
等
に
お
い
て
、
現
行
の

建
築
基
準
法
を
そ
の
ま
ま

適
用
す
る
と
、
防
火
性
の

あ
る
材
料
の
使
用
が
必
要

と
な
り
、
町
並
み
の
保
存

等
に
お
い
て
支
障
が
生
じ

る
た
め
、
建
築
基
準
法
関

係
規
定
の
緩
和
条
例
の
策

定
を
予
定
し
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
保
存
・
活
用
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
条
例
策
定
に
は
、
法

緩
和
の
た
め
の
代
替
処
置

（
防
火
体
制
の
整
備
等
）

が
必
要
に
な
る
た
め
、
微

力
な
が
ら
当
事
務
所
と
し

ま
し
て
も
、
喜
多
方
市
等

と
協
議
を
行
い
協
働
す
る

こ
と
で
、
こ
の
貴
重
な
財

産
を
次
世
代
に
継
承
で
き

る
よ
う
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
喜
多
方
合
同
庁

舎
の
冷
房
は
、
冬
季
に
敷

地
内
の
雪
室
（
倉
庫
）
に

雪
を
た
め
、
冷
温
を
利
用

し
て
各
執
務
室
を
冷
や

す
、
省
エ
ネ
等
、
地
球
に

や
さ
し
い
方
式
で
す
が
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な

か
っ
た
た
め
雪
室
内
に
全

く
雪
が
無
く
、
雪
利
用
の

冷
房
は
断
念
し
ま
し
た
。

来
年
は
雪
室
の
冷
房
で
皆

様
を
お
迎
え
で
き
る
よ
う

切
望
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
気
が
重

く
な
る
時
期
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
今
ま
で
ど
お
り

県
民
の
期
待
に
沿
う
よ
う

業
務
を
進
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
協
会
の
皆
様
に
は

引
き
続
き
御
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成

26
年
５

月
、
第

31
回
通

常
総
会

に
て
（
故
）
本
多
修
二
前
会

長
の
後
任
と
し
て
選
任
さ
れ
、

３
期
６
年
間
、
各
会
員
の
皆

様
の
絶
大
な
ご
協
力
と
県
当

局
ま
た
自
由
民
主
党
福
島
県

支
部
連
合
会
県
議
会
の
先
生

方
の
ご
指
導
の
も
と
任
期
を

全
う
出
来
ま
し
た
事
、
紙
面

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

就
任
当
時
は
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
県
内
各
地

区
の
復
旧
、
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
避
難
者
の

方
々
の
復
興
公
営
住
宅
整
備

や
県
土
再
生
へ
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
等
々
の
課
題
が
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
も
発
注
者

の
計
画
に
沿
い
完
了
に
近
づ

い
て
い
る
事
。
こ
れ
ぞ
協
会

員
の
一
致
協
力
が
あ
っ
て
の

事
と
胸
を
張
り
誇
れ
る
事
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

県
御
当
局
へ
は
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
た
県
有
施

設
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
設

備
機
器
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

等
に
つ
い
て
掲
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
県
と
し
て

継
続
的
な
予
算
確
保
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

新
会
長
に
就
任
し
た
大
内

弘
之
会
長
の
も
と
、
信
頼
さ

れ
る
協
会
と
し
て
技
術
の
研

鑽
に
励
み
益
々
発
展
さ
れ
ま

す
よ
う
会
員
各
社
の
協
力
を

お
願
い
し
、
退
任
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

喜
多
方
市

小 

田 

付 

重
伝
建
地
区
に
つ
い
て

県
喜
多
方
建
設
事
務
所
　
　
　
　

建
築
住
宅
部
長
兼
建
築
住
宅
課
長
　

物
井　
　

大

技
術
の
研
さ
ん
重
ね

技
術
の
研
さ
ん
重
ね

さ
ら
な
る
発
展
願
う

さ
ら
な
る
発
展
願
う
前会長

松 原 兼 一

　

当
協
会
は
６
月
11
日
、
福

島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で
２
０
２

０
年
度
第
３
回
役
員
会
・
理

事
会
を
開
い
た
。
４
委
員
会

の
正
副
委
員
長
を
委
嘱
。
席

上
、
先
の
総
会
を
も
っ
て
退

任
し
た
前
役
員
２
人
に
対
し

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、

前
会
長
の
松
原
兼
一
氏
（
三

共
設
備
㈱
）
と
前
会
計
理
事

の
野
地
一
司
氏
（
㈱
野
地
工

業
所
）。

　

松
原
氏
は
、
昭
和
58
年
の

協
会
設
立
当
初
か
ら
37
年
間

に
わ
た
っ
て
役
員
を
務
め
、

平
成
18
年
に
は
副
会
長
就

任
。26
年
か
ら
３
期
６
年
間
、

会
長
と
し
て
協
会
活
動
を
け

ん
引
し
て
き
た
。

　

野
地
氏
は
、
平
成
12
年
に

理
事
就
任
以
来
、
20
年
間
に

わ
た
っ
て
役
員
を
務
め
、
５

期
10
年
間
、
会
計
理
事
と
し

て
会
計
業
務
の
適
正
な
執

行
、
監
督
に
努
め
た
。

　

大
内
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に

感
謝
状
を
手
渡
し
、
協
会
事

業
推
進
と
建
築
設
備
産
業
発

展
へ
の
功
績
を
た
た
え
、
こ

れ
ま
で
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。

‌

大
内
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受

け
る
松
原
（
上
）
野
地
両
氏�​

協
会
活
動
へ
の

功
績
た
た
え
て

退
任
役
員
に
感
謝
状

県総合設備協
安 全 大 会

1313
次
防
の
対
策
徹
底

次
防
の
対
策
徹
底

技
術
研
修 

施
工
上
の
留
意
点
学
ぶ

で
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し

て
掲
げ
た
①
墜
落
制
止
用
器

具
の
原
則
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
使
用
の
徹
底
②
復
旧
・
復

興
工
事
に
お
け
る
労
働
災
害

防
止
対
策
の
徹
底
―

な
ど
を

促
し
た
。

　

夏
季
を
迎
え
て
、
厚
生
労

働
省
が
展
開
す
る
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」に
基
づ
く
、

熱
中
症
予
防
の
た
め
の
取
り

組
み
も
求
め
た
。

　

県
出
納
局
工
事
検
査
課
か

ら
は
、
19
年
度
の
工
事
検
査

状
況
と
20
年
度
の
検
査
実
施

方
針
に
つ
い
て
解
説
が
あ
っ

　

県
総
合
設
備
協
会
が
例
年

夏
期
に
開
い
て
い
る
安
全
大

会
・
技
術
研
修
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、

今
年
度
は
会
議
形
式
に
代
え

て
会
員
企
業
に
講
義
資
料
を

配
布
。
安
全
意
識
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
施
工
上
の

留
意
点
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

福
島
労
働
基
準
局
か
ら
は

「
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災

害
発
生
状
況
等
」
に
つ
い
て

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
死
亡
災
害
を

２
０
１
７
年
か
ら
15
％
以

上
、
死
傷
災
害
を
５
％
以
上

減
少
さ
せ
る
と
し
た
第
13
次

労
働
災
害
防
止
計
画
（
13
次

防
）
の
中
間
年
次
と
な
る
。

建
設
業
に
お
け
る
昨
年
の
労

災
発
生
状
況
は
、
死
傷
災
３

４
０
人
、死
亡
者
数
７
人
と
、

い
ず
れ
も
震
災
後
で
は
最
少

と
な
っ
て
い
る
が
、
全
産
業

に
占
め
る
割
合
は
依
然
高

く
、
経
験
年
数
５
年
未
満
の

作
業
員
の
被
災
が
全
体
の
４

割
を
占
め
る
傾
向
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

　

一
方
で
年
代
別
に
は
、
50

歳
以
上
の
高
い
年
齢
層
で
の

被
災
割
合
が
高
く
、
13
次
防

た
。19
年
度
の
県
発
注
建
築
・

設
備
工
事
の
竣
工
検
査
件
数

は
３
１
９
件
。
前
年
度
比
で

27
件
増
え
た
。
竣
工
検
査
対

象
工
事
の
請
負
額
合
計
は
２

５
５
億
２
０
０
０
万
円
で
、

前
年
度
を
28
・
２
％
上
回
っ

た
。

　

設
備
工
事
で
の
不
適
合
発

生
は
な
か
っ
た
が
、
竣
工
検

査
の
中
で
、
試
験
や
検
査
は

行
っ
て
い
る
も
の
の
記
録
が

き
っ
ち
り
と
残
さ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
指
摘
。

不
適
合
工
事
を
生
じ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
仕
様
書
の
該
当

部
分
を
十
分
に
確
認
す
る
な

ど
、
基
本
事
項
の
徹
底
を
改

め
て
求
め
た
。
成
績
評
定
の

留
意
点
も
解
説
し
た
。

建設生産システム
アンケート調査

新
卒
者
の
採
用
に
苦
慮

新
卒
者
の
採
用
に
苦
慮

従
業
員
不
足
の
実
態
浮
き
彫
り

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

が
、
当
協
会
な
ど
加
盟
８
団

体
の
会
員
を
対
象
に
行
っ
た

「
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結

果
が
ま
と
ま
っ
た
、
当
協
会

版
は
調
査
対
象
50
社
中
28
社

が
回
答
。
現
状
で
従
業
員
が

「
不
足
し
て
い
る
」
と
す
る

回
答
割
合
が
多
く
、
新
卒
の

採
用
に
も
苦
慮
し
て
い
る
実

態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

建
産
連
が
設
置
し
て
い
る

「
適
正
な
建
設
生
産
シ
ス
テ

ム
構
築
並
び
に
担
い
手
確
保

に
向
け
て
の
懇
談
会
」
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
行
っ
た

調
査
。
懇
談
会
構
成
各
団
体

に
対
し
①
４
週
当
た
り
の
定

休
日
②
休
暇
制
度
③
賃
金
状

況
④
従
業
員
の
充
足
状
況
⑤

新
卒
者
の
採
用
状
況
⑥
下
請

工
事
に
お
け
る
法
定
福
利
費

の
支
払
い
状
況
尋
ね
た
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
４
週
当

た
り
の
定
休
日
は
「
４
週
６

休
」
が
最
も
多
く
、
現
場
部

門
で
回
答
企
業
全
体
の
46

％
、
店
社
で
は
51
％
を
占
め

た
。
店
社
に
比
べ
、
工
程
に

左
右
さ
れ
る
現
場
は
４
週
６

休
確
保
が
難
し
い
と
す
る
意

見
が
挙
が
っ
た
。
４
週
７
休

以
上
は
現
場
で
17
％
、
店
社

で
も
33
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

年
間
休
日
カ
レ
ン
ダ
ー
は

23
社
が
設
定
。
年
間
休
日
数

は
最
大
１
３
０
日
、
最
少
85

日
で
45
日
の
開
き
が
あ
っ

た
。
有
給
休
暇
制
度
は
全
社

が
設
け
て
お
り
、
日
数
は
最

も
多
い
「
20
日
」
が
全
体
の

３
分
の
２
を
占
め
た
。

　

賃
金
は
８
割
近
い
22
社
が

月
給
制
を
採
っ
て
お
り
、
従

業
員
の
充
足
状
況
は
「
不
足

気
味
」
16
社
、「
不
足
」
10

社
を
合
わ
せ
て
９
割
以
上
が

不
足
感
を
訴
え
た
。
職
種
は

配
管
工
や
現
場
管
理
者
、
管

工
事
施
工
管
理
技
士
の
不
足

傾
向
が
強
か
っ
た
。

　

令
和
元
年
度
の
新
卒
者
採

用
は
17
社
が
予
定
し
て
い
た

が
、採
用
で
き
た
の
は
９
社
。

計
画
通
り
の
人
数
が
採
用
で

き
た
の
は
45
％
と
半
数
以
下

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

下
請
工
事
に
お
け
る
法
定

福
利
費
は
、
概
ね
を
含
め
８

割
近
く
が
「
標
準
見
積
も
り

通
り
支
払
わ
れ
て
い
る
」
と

回
答
し
た
一
方
、「
支
払
わ

れ
た
こ
と
が
な
い
」
の
回
答

も
２
社
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
は
２
月
12
日
に
開

き
、
調
査
結
果
を
基
に
各
団

体
が
意
見
を
交
わ
し
た
。
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「
働
き
方
改
革
」着
実
に
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｄ
ＧＧ
ｓ
達
成
に
貢
献

ｓ
達
成
に
貢
献

日空衛総会

空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

　

２
０
２
０
年
も
す
で
に
半

年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
が

一
年
前
に
は
想
像
す
ら
し
な

か
っ
た
環
境
・
状
況
の
な
か

で
、
毎
日
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

中
国
の
武
漢
に
端
を
発
し

た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

感
染
症
は
あ
っ
と
い
う
間
に

世
界
を
か
け
め
ぐ
り
、
６
月

18
日
時
点
で
世
界
全
体
の
累

計
感
染
者
数
は
約
８
０
０
万

人
・
累
計
死
亡
者
数
は
約
40

万
人
に
も
達
し
ま
し
た
。
い

ま
だ
に
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
て
お
ら
ず
、
速
度
は
弱
ま

り
つ
つ
も
新
規
感
染
者
数
は

増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
一

刻
も
早
い
治
療
薬
の
開
発
・

実
用
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
世
界
中
の
叡
智
を

集
結
さ
せ
て
も
あ
と
数
年
費

や
す
見
通
し
で
す
。
新
規
感

染
者
が
減
少
に
転
じ
る
ま
で

は
世
界
中
で
漠
然
と
し
た
不

安
感
を
払
拭
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な

３
密
を
避
け
る
た
め
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
一
方
で
日
本
国
内
だ

け
に
目
を
転
ず
る
と
第
一
波

の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
去
り
、
一

歩
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
段

階
を
踏
ん
で
そ
れ
ま
で
の
日

常
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
初
建
設
業
界
に
お
い
て
も

商
品
の
納
期
遅
延
な
ど
で
工

期
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る

業
界
に
も
通
ず
る
こ
と
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
あ
ま
ね
く

被
害
を
も
た
ら
し
た
た
め
に

消
費
意
欲
や
設
備
投
資
意
欲

が
減
退
し
て
経
済
が
減
速
し

て
し
ま
う
こ
と
は
心
配
で
す

が
、
間
違
い
な
く
近
い
将
来

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

感
染
症
は
収
束
し
ま
す
。
収

束
イ
コ
ー
ル
制
限
を
つ
け
ず

に
不
特
定
多
数
の
人
が
一
堂

に
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、「
明

け
な
い
夜
は
な
い
」「
時
間

が
た
て
ば
見
え
る
景
色
も
変

わ
っ
て
く
る
」
と
希
望
を
も

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

未
曾
有
の
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
の
折
、
今
ま
で
以
上
に

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

広 報 委 員

成 瀬 　 亨

菅
田
さ
ん
瑞
宝

単
光
章
を
受
章

　

令
和
２
年
春
の
叙
勲
で
、

当
協
会
会
員
企
業
か
ら
、
㈱

事
務
所

▽
23
日　

２
０
２
０
年
度
第

１
回
役
員
会
・
理
事
会
（
松

原
会
長
、
他
役
員
）
協
会
会

議
室

‌【
５
月
】�​

▽
11
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
令
和
２
年

度
第
１
回
役
員
会
（
松
原
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
11
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
27
回
理
事
会
（
松

原
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
20
日　

当
協
会
第
37
回
通

常
総
会
（
書
面
議
決
）

▽
22
日　

２
０
２
０
年
度
第

２
回
役
員
会
・
理
事
会
（
新

役
員
）
協
会
会
議
室

▽
28
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
第
17
回
通

常
総
会
（
松
原
会
長
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
29
日　

当
協
会
臨
時
総
会

（
書
面
議
決
）

‌【
６
月
】�​

▽
３
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
35
回
通
常
総
会

（
大
内
会
長
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー
、
県
建
産
連
会
長
表
彰

※
賞
状
配
布
の
み
（
受
賞
者

＝
有
賀
行
秀
氏
）

▽
３
日　

２
０
２
０
年
度
第

１
回
総
務
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
総
務
委
員
）
協
会
会

‌【
４
月
】�​

▽
６
日　

新
年
度
挨
拶
回
り

（
顧
問
、
正
副
会
長
、
専
務
）

県
庁
、
他

▽
15
日　

伊
藤
税
理
士
に
よ

る
決
算
監
査
指
導
（
根
本
事

務
職
員
、
海
川
専
務
）
協
会

事
務
所

▽
22
日　

２
０
１
９
年
度
決

算
監
査
会
（
監
事
、
会
長
、

会
計
理
事
、
事
務
局
）
協
会

議
室

▽
３
日　

２
０
２
０
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
４
日　

２
０
２
０
年
度
第

１
回
経
営
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
経
営
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
５
日　

２
０
２
０
年
度
第

１
回
技
術
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
技
術
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
10
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
２
年
度
第
２

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
11
日　

２
０
２
０
年
度
第

３
回
役
員
会
・
理
事
会
（
大

内
会
長
、
他
役
員
）
ア
オ
ウ

ゼ▽
11
日　

新
役
員
挨
拶
ま
わ

り
（
顧
問
、
常
任
相
談
役
、

正
副
会
長
、
支
部
長
）
県
庁

▽
12
日　

県
建
築
安
全
機
構

令
和
２
年
度
第
１
回
理
事
会

（
海
川
専
務
）
県
建
設
セ
ン

タ
ー

‌【
７
月
】�​

▽
８
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
２
年
度
第
３

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
９
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
２
年
度
第
１
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

勲
記
を
手
に
す
る
菅
田
さ
ん

石
田
工
業
所
職
長
の
菅
田
功

司
さ
ん
（
61
歳
、
郡
山
市
）

が
瑞
宝
単
光
章
を
受
け
た
。

専
門
工
事
業
務
功
労
に
よ
る

受
章
。

　

菅
田
さ
ん
は
郡
山
市

出
身
、
県
立
郡
山
北
工

業
高
校
卒
。
１
９
６
７

年
（
昭
和
50
年
）
４
月

設
備
会
社
に
入
社
し
、

45
年
間
に
わ
た
り
給
排

水
衛
生
・
空
調
設
備
工

事
の
主
に
配
管
工
事
に

　

私
は
営
業
部
に
所
属

し
、
受
注
関
係
書
類
（
協

力
会
社
調
査
書
、
契
約
用

見
積
書
、
注
文
書
・
請
書
、

請
求
書
等
）
の
作
成
を
主

に
、
建
設
業
許
可
、
入
札

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
、
建
設
業
界
は
、

官
公
庁
の
電
子
入
札
や
ゼ

ネ
コ
ン
か
ら
の
発
注
お
よ

び
請
求
も
電
子
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
現
場
に
お
い
て
も

現
場
監
理
の
Ｉ
Ｔ
化
や
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
お
よ
び
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制

度
の
運
用
な
ど
と
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
が
、
常
に
敏
感
に
反
応

し
、
対
応
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い

好
奇
心
旺
盛
な
性
格
な
の

で
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
は
、

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。

　

当
社
は
完
全
週
休
二
日

制
、
有
休
や
時
間
代
休
も

あ
り
、
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
が
整
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
恵
ま
れ

た
環
境
で
、
よ
り
楽
し
く

働
く
た
め
に
私
が
心
掛
け

て
い
る
こ
と
は
、「
笑
顔

と
あ
い
さ
つ
」
で
す
。
仕

事
で
も
家
庭
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
一
番
大
事
な
こ
と

で
、
最
大
の
効
果
を
も
た

ら
す
ア
イ
テ
ム
だ
と
思
う

か
ら
で
す
。

　

私
の
一
日
は
、
朝
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

事
務
所
入
口
で
大
き
い
声

で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
フ
ロ

ア
ー
に
い
る
方
た
ち
か
ら

大
き
い
声
で
返
答
が
返
っ

て
く
る
と
、
と
て
も
嬉
し

く
「
よ
し
今
日
も
一
日
頑

張
ろ
う
」
と
意
欲
が
沸
い

て
き
ま
す
。

　

社
内
に
は
、一
日
中「
行

っ
て
き
ま
す
、
行
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
、
た
だ
い
ま
、

お
帰
り
な
さ
い
、
お
疲
れ

様
で
し
た
」
な
ど
の
掛
け

声
が
フ
ロ
ア
ー
全
体
に
響

き
渡
り
、
明
る
い
職
場
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
の
要
求
に
迅
速

に
応
え
、
ご
満
足
頂
く
た

め
に
は
、
部
署
や
支
社
の

垣
根
を
超
え
、
協
力
し
あ

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
明
る
く
元
気

に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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笑
顔
と
あ
い
さ
つ

大　

内　

郁　

江
さ
ん

セ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

　

会
津
若
松
市
の
２
０
２
０

年
度
優
良
工
事
を
、
当
協
会

会
員
企
業
が
施
工
し
た
２
件

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
長
谷
川
勉
会
長
）
は

５
月
20
日
、
東
京
・
帝
国
ホ

テ
ル
東
京
で
第
72
回
定
時
総

会
を
開
き
、
２
０
１
９
年
度

事
業
報
告
、
会
計
決
算
を
承

認
、
20
年
度
事
業
計
画
を
決

定
し
た
。

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
、
空
調
衛
生
工
事
業
界
と

し
て
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
す
る
省

エ
ネ
技
術
を
駆
使
し
て
、
そ

の
先
導
的
役
割
を
担
う
と
と

も
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
達
成
へ
の

貢
献
を
協
会
活
動
の
基
本
方

針
に
掲
げ
た
。
全
産
業
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
人
材
確

保
・
育
成
の
た
め
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
活
用
な
ど
、
働

き
方
改
革
も
着
実
に
推
し
進

め
て
い
く
も
の
と
し
た
。

　

取
り
組
み
の
方
向
性
と
し

て
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
日
空

衛
２
０
１
５
」
に
基
づ
き
①

空
調
衛
生
工
事
業
の
果
た
す

役
割
、
重
要
性
を
官
民
の
発

注
者
等
に
ア
ピ
ー
ル
②
会
員

企
業
、
会
員
団
体
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
徹
底
③
生
産
性

向
上
と
業
界
全
体
の
長
時
間

労
働
是
正
の
推
進
。
発
注
者

や
元
請
負
事
業
者
に
対
す
る

設
計
精
度
向
上
や
適
正
な
工

期
設
定
、
適
正
な
工
程
管
理

等
の
働
き
か
け
④
「
日
空
衛

人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」
等
を
活
用

し
た
多
様
な
人
材
の
確
保
、

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
東
北

設
備
一
式
」
の
実
現
を
目
指

す
―
の
実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
実

現
に
向
か
っ
て
、
友
好
団
体

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む

方
針
を
確
認
し
た
。

育
成
の
推
進
⑤
直
接（
分
離
）

発
注
等
に
つ
い
て
、
空
調
衛

生
工
事
業
の
立
場
が
発
注
に

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
団

体
と
協
調
し
た
取
り
組
み
⑥

大
規
模
災
害
に
対
し
、
業
界

を
挙
げ
た
復
旧
・
復
興
の
取

り
組
み
―
を
掲
げ
た
。

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
小

林
智
会
長
）
の
第
17
回
定
時

社
員
総
会‌

＝
写
真
＝�​

は
５
月

21
日
、
仙
台
市
の
宮
城
県
管

工
事
会
館
で
開
い
た
。

　

上
部
団
体
の
日
空
衛
か
ら

示
さ
れ
た
①
脱
炭
素
社
会
の

実
現
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

貢
献
②
法
令
遵
守
と
企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た
す
事
業

運
営
徹
底
③
生
産
性
向
上
と

適
正
な
施
工
体
制
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
働
き
方
改

革
を
推
進
④
空
調
衛
生
工
事

業
の
重
要
性
と
直
接
・
分
離

発
注
を
ア
ピ
ー
ル
し
「
機
械

脱
炭
素
社
会
実

現
な
ど
旗
印
に

東
北
空
衛
協
総
会

2部門ダブル受賞

優良建設工事表彰

興栄設備会津若松市

が
受
賞
し
た
。
受
賞
工
事
は

①
水
道
施
設
部
門
・
老
朽
管

更
新
事
業
中
央
一
丁
目
ほ
か

（
１
工
区
）
配
水
管
布
設
替

（
中
央
一
丁
目
ほ
か
）
②
機

械
設
備
部
門
・
公
営
住
宅
建

設
事
業
城
前
団
地
第
２
棟
給

排
水
衛
生
設
備
（
城
前
）。

㈱
興
栄
設
備
が
２
部
門
ダ
ブ

ル
受
賞
を
果
た
し
た
。
表
彰

式
は
７
月
14
日
、
會
津
稽
古

堂
で
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は

対
象
１
３
９
件
か
ら
７
部
門

６
社
が
選
ば
れ
た
。

携
わ
っ
た
。
１
級
管
工
事
施

工
管
理
技
士
の
資
格
も
取
得

し
、
施
工
管
理
に
も
尽
力
し

た
。現
在
は
１
９
７
６
年（
昭

和
59
年
）
に
入
社
し
た
石
田

工
業
所
で
、
定
年
退
職
後
も

特
別
社
員
と
し
て
現
場
に
立

っ
て
い
る
。

　
「
大
変
名
誉
な
こ
と
。
光

栄
に
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
々
の
支
え
が
あ
り
今
が

あ
る
。
常
に
周
囲
の
人
へ
感

謝
」
と
受
章
を
喜
ぶ
。


